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なぜセーターだけで  

授業を受けることはできないのか！ 
先日行われた今年の語る会のテーマです。中心になって企画、運営した生徒会役員と語

る会実行委員の皆さん、お疲れさまでした。議論を深めることはできたでしょうか。学年

の枠を超えて交流する機会として、クラスマッチ同様大切にしてほしい行事です。 

なぜかということであれば、この答はすでに出ているのですが、それについて生徒諸君が

どのように考え、意見を交わしたのかは大変興味あるところです。語る会が行われる前に、

役員を含む何人かの生徒と話をしてみましたが答を知っている人はいませんでした。 

 秋の衣替えの時期になるとほぼ毎年必ずこの問に対する解説が「工芸室の窓から」に掲載

されています。良い機会ですので掲載しておきます。 

 

「本校指定のセーター（中間着）を着用する場合は必ずブレザーを着用して下さい。 ブ

レザーを着用しないで中間着だけでいることは認められません」 

 

〈 解説 〉 

制服の着用に上記のようなルールがあることを理解してもらうために、本校の制服の

歴史を述べておきます。中間着やポロシャツが導入される前には、どんなに暑くても

どんなに寒くても制服を着用するのがルールでした。その後「暑い季節には学校指定

のポロシャツ」「寒い季節には学校指定のセーター」を導入することになりました。 

 

○寒いから学校指定のセーターを着用している→ブレザーを着ないのなら寒くない 

→だから「セーターを着用する際はブレザーを着なければならない。」 
 

○暑いから学校指定のポロシャツを着用している→ブレザーを着るのなら暑くない 

→ だから「ポロシャツを着用する際はブレザーを着てはいけない。」 

 

上記のような理由から中間着やポロシャツの着用ルールが定められました。ポロシャ

ツもセーターも学校指定外のものの着用は認めていません。これまで多くの職員や生徒

が議論を重ね、積み上げてきた制服の歴史を生徒諸君にはしっかりと受け止めてほしい

と思います。 


